
洲本市立洲本第三小学校【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 ④情報共有をその場でできるシステム作り

二次元コードを用いた欠席連絡システムを導入することで、欠席情報のリアルタイム共有
を実現できるようになった。また、生活アンケートを定期的に実施することで、児童理解を
深め、より良い学校生活を送れる手立てとした。
ポイント
1. 二次元コードから欠席連絡を入力し、スプレッドシートに反映できるようにしたことによ
り、職員のタブレット端末からどこでもリアルタイムで欠席連絡を確認できるようになっ
た。

2. 毎週末に生徒指導の観点からformを活用して生活アンケートをクラスごとに実施し、集約
することで児童の様子を数値化し、次週以降によりよい学校生活を送れる手立てとした。

学年・氏名・欠席理
由など各家庭からの
連絡はこちらに反映
されます。

図1：formで回答された各家庭からの欠席連絡 図2：従来通り欠席連絡があった際の入力シート

従来通り家庭連絡が
あった場合には、同様
のスプレッドシートに
手入力することで閲覧
可能になる。



洲本市立洲本第三小学校【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 ④情報共有をその場でできるシステム作り

生徒指導で起こったトラブルや情報共有しておく内容を、スプレッドシートにその場で入
力できるようにしたり、生活アンケートを定期的に実施したりしたことで、児童理解を深め、
トラブルの未然防止や、より良い学校生活を過ごすための手立てとなった。

前の週のアンケート結果
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